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梶谷清苑さん

学
区
自
治
連
と
同
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
住
民
の
足

確
保
の
た
め
団
地
内
を
運
行
す
る
江
若
バ
ス
利
用
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
新
た
に
年
５
回

バ
ス
に
乗
る
運
動
」
を
提
案
す
る
。

江
若
交
通
の
日
吉
台
線
バ

ス
利
用
実
態
に
よ
る
と
、
平

成
26
年
４
月
か
ら
27
年
２
月

ま
で
10
か
月
間
の
バ
ス
乗
客

は
27
万
９
４
５
７
人
。
１
日

あ
た
り
に
直
す
と
８
３
６
人

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
1

年
後
の
同
時
期
、
利
用
者
は
、

２
万
２
６
１
５
人
減
の
25
万

６
８
４
２
人
。
１
日
あ
た
り

70
人
減
の
７
６
６
人
と
な
り
、

１
年
で
乗
客
は
８
・
４
％
も

減
少
し
て
し
ま
っ
た
。

同
路
線
の
運
行
を
維
持
す

る
た
め
の
最
低
必
要
乗
車
人

員
は
26
年
度
で
は
１
日
あ
た

り
８
４
０
人
。
ほ
ぼ
採
算
ラ

イ
ン
に
乗
っ
て
い
た
が
、
27

年
度
に
な
る
と
８
１
５
人
の

採
算
ラ
イ
ン
に
対
し
７
６
６

人
の
乗
客
し
か
な
く
赤
字
路

線
に
転
落
し
て
い
る
。
27
年

度
は
、
赤
字
縮
小
の
た
め
土
、

日
曜
日
を
中
心
に
減
便
、
あ

る
て
い
ど
の
乗
客
減
を
想
定

し
て
い
た
が
、
予
想
以
上
の

乗
客
減
と
な
り
赤
字
に
転
落

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

こ
の
ま
ま
乗
客
減
が
続
く

と
赤
字
解
消
対
策
の
た
め
、

減
便
、
減
便
が
さ
ら
に
乗
客

減
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
、

や
が
て
は
路
線
廃
止
の
憂
き

目
に
。
多
く
の
地
方
路
線
が

た
ど
っ
た
道
を
日
吉
台
線
も

同
じ
道
を
進
む
可
能
性
も
。

日
吉
台
学
区
で
は
、
団
地

開
業
当
初
、
日
吉
台
線
は
、

バ
ス
２
台
が
連
な
っ
て
通
勤

客
を
さ
ば
い
て
い
た
時
代
が

あ
っ
た
。
同
バ
ス
を
赤
字
路

線
に
追
い
詰
め
た
住
宅
地
の

マ
イ
カ
ー
だ
が
日
吉
台
で
は
、

高
齢
化
率
は
県
内
２
番
目
。

今
は
ま
だ
、
な
ん
と
か
マ
イ

カ
ー
で
買
い
物
、
家
族
の
送

り
迎
え
で
足
を
確
保
し
て
い

る
が
、
こ
の
先
車
に
乗
れ
な

く
な
り
、
そ
の
う
え
バ
ス
が

な
く
な
っ
た
ら
。
日
吉
台
は

陸
の
孤
島
化
を
心
配
す
る
声

も
出
始
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
学
区
自
治
連

は
、
４
月
初
め
、
江
若
交
通

と
バ
ス
利
用
促
進
策
の
協
議

を
開
始
。
学
区
自
治
連
は
、

１
日
あ
た
り
50
人
、
１
年
で

１
万
９
０
０
０
人
の
利
用
が

あ
れ
ば
、
日
吉
台
線
が
赤
字

に
な
ら
な
い
と
み
て
い
る
。

日
吉
台
の
人
口
約
３
８
０
０

人
か
ら
計
算
す
る
と
１
年
に

１
人
が
新
た
に
５
回
多
く
バ

ス
に
乗
れ
ば
、
こ
の
数
字
の

達
成
が
可
能
と
試
算
。
と
り

あ
え
ず
「
年
に
５
回
多
く
バ

ス
に
乗
ろ
う
」
を
住
民
に
呼

び
か
け
、
今
後
の
こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
具
体
策
を
検
討

し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

平
成
28
年
度
日
吉
台
学
区

自
治
連
合
会
通
常
総
会
が
4

月
17
日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
27
年
度
活

動
報
告
、
同
収
支
決
算
報
告
、

任
期
満
了
に
伴
い
退
任
す
る

濱
崎
博
会
長
の
後
任
に
４
丁

目
東
の
野
々
口
義
信
新
会
長

を
選
ぶ
28
年
度
役
員
選
任
案
、

同
活
動
方
針
案
な
ど
を
原
案

通
り
承
認
し
た
。

総
会
冒
頭
、
任
期
満
了
で

退
任
す
る
濱
崎
会
長
が
、
総

会
の
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
、

退
任
に
つ
い
て
ふ
れ
、
自
治

会
運
営
に
住
民
協
力
感
謝
の

意
を
表
明
し
た
。
野
々
口
新

会
長
は
「
ま
ち
づ
く
り
を
動

か
し
、
日
吉
台
の
町
の
価
値

を
高
め
た
い
」
と
就
任
の
決

意
を
述
べ
た
。

ま
た
、
学
区
自
治
連
関
連

の
各
種
団
体
も
４
月
、
日
吉

台
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
相

次
い
で
総
会
を
開
催
、
新
年

度
の
活
動
方
針
や
新
役
員
を

決
め
た
。

誰
も
が
参
加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

５
月
22
日
、
全
体
会
議
召
集
へ

学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

日
吉
台
学
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
林
堅
太
郎
会
長
）

は
、
５
月
22
日
午
後
２
時
日

吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
全

体
会
議
を
開
催
す
る
。
同
協

議
会
は
、
25
年
度
に
ス
タ
ー

ト
。
全
体
会
議
で
は
、
こ
れ

ま
で
事
務
局
を
中
心
に
検
討

し
て
き
た
将
来
構
想
を
提
案

す
る
ほ
か
、
住
民
だ
れ
も
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
楽
し
く
参
加

で
き
る
事
業
構
築
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
を
募
る
こ
と
で
、

「
み
ん
な
で
考
え
参
画
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
活
動
を
本

格
的
に
始
動
さ
せ
る
。

協
議
会
事
務
局
で
は
１
年

間
に
わ
た
り
、
今
後
の
活
動

方
針
に
く
わ
え
、
空
き
家
問

題
や
少
子
高
齢
化
問
題
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
検
討

し
た
。
今
回
は
そ
の
検
討
結

果
を
ふ
ま
え
、
10
年
後
を
見

据
え
た
将
来
構
想
「
日
吉
台

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

提
案
す
る
。

ま
た
、
昨
年
度
設
置
し
た

「
日
吉
台
新
聞
事
業
部
」

「
子
育
て
応
援
隊
事
業
部
」

に
、
新
た
に
「
空
き
家
対
策

事
業
部
」
や
手
づ
く
り
市
や

農
産
物
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
を
定
期
的
に
行

な
う
「
日
吉
台
マ
ル
シ
ェ
事

業
部
」
な
ど
、
い
く
つ
も
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
事

業
を
提
案
、
幅
広
い
層
の
住

民
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
協

議
会
の
活
動
を
大
き
く
広
げ

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

学
区
自
治
連
合
会
は
、
28

年
度
地
域
功
労
者
と
し
て
、

自
主
防
犯
推
進
会
、
小
島
雄

一
さ
ん
▽
３
丁
目
西
、
村
田

雅
夫
さ
ん
▽
社
会
福
祉
協
議

会
、
浅
山
鞠
子
さ
ん
▽
４
丁

目
西
、
小
島
武
さ
ん
▽
３
丁

目
東
、
有
木
清
則
さ
ん
▽
１

丁
目
南
、
森
永
勝
博
さ
ん
の

６
人
と
、
花
で
癒
そ
う
絆
会

（
西
村
敏
江
会
長
）
の
１
団

体
を
選
び
、
28
年
度
学
区
自

治
連
通
常
総
会
の
席
上
、
表

彰
し
た
。

表
彰
者
の
功
績
は
以
下
の

通
り

小
島
雄
一
さ
ん

自
主
防

犯
設
立
時
か
ら
平
成
26
年
３

月
ま
で
、
子
供
た
ち
の
登
下

校
、
見
守
り
活
動
に
参
加
。

行
方
不
明
者
の
捜
索
時
に
も

積
極
的
に
協
力
し
た
。

村
田
雅
夫
さ
ん

平
成
22

年
度
か
ら
３
丁
目
西
自
治
会

長
を
歴
任
。
そ
の
後
も
自
主

防
災
会
の
活
動
や
地
域
の
各

種
行
事
に
も
協
力
。
自
治
会

の
諸
問
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
だ
。

浅
山
鞠
子
さ
ん

平
成
18

年
以
来
、
福
祉
委
員
、
ふ
れ

あ
い
給
食
班
、
社
協
運
営
委

員
な
ど
を
歴
任
。
ふ
れ
あ
い

給
食
の
責
任
者
と
し
て
高
齢

者
福
祉
に
貢
献
し
た
。

小
島
武
さ
ん

自
主
防
犯

活
動
ほ
か
、
代
表
者
と
し
て

ふ
れ
あ
い
農
園
の
活
動
を
支

え
た
。
朝
夕
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、

行
方
不
明
者
捜
索
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
。

有
木
清
則
さ
ん

消
防
分

団
員
活
動
ほ
か
、
学
区
行
事

に
積
極
的
に
参
画
。
学
区
内

行
事
の
す
べ
て
に
模
擬
店
出

店
団
体
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ラ
ブ
の

先
頭
に
た
ち
、
ま
つ
り
や
行

事
の
伝
承
に
努
力
し
た
。
昨

年
故
人
に
な
ら
れ
た
。

森
永
勝
博
さ
ん

自
主
防

犯
推
進
会
に
参
加
。
防
犯
活

動
ほ
か
、
青
少
年
の
見
守
り

活
動
、
独
居
老
人
宅
へ
の
安

全
カ
メ
ラ
設
置
、
高
齢
者
の

後
見
人
の
役
目
を
行
な
う
な

ど
福
祉
、
防
犯
に
貢
献
し
た
。

花
で
癒
そ
う
絆
会
（
西
村

敏
江
会
長
）

平
成
20
年
か

ら
湖
西
線
高
架
橋
か
ら
３
丁

目
東
ま
で
の
高
橋
川
沿
い
に

花
壇
を
整
備
。
樹
木
剪
定
や

維
持
管
理
な
ど
１
６
１
号
線

か
ら
日
吉
台
へ
入
る
入
口
付

近
の
環
境
美
化
に
努
力
。
活

動
を
続
け
る
。

学
区
自
治
連
通
常
総
会
開
催

新

会

長

ら

役

員

選

出

野々 口義信

学区自治連新会長

乗
っ
て
残
そ
う
バ
ス
路
線

江
若
バ
ス
利
用
促
進
運
動
展
開
へ

学区自治連功労者

１団体 6氏に表彰状

学区自治連総会に出席し表彰されたみなさん（ 上段左

は濱崎博前学区自治連会長）
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大規模盛土造成地分布マップ公表

大
津
市
は
、
巨
大
地
震
で

地
滑
り
災
害
の
恐
れ
が
あ
る

大
規
模
盛
土
造
成
地
と
し
て

特
定
し
た
「
大
規
模
盛
土
造

成
地
分
布
マ
ッ
プ
」
を
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し

た
。
日
吉
台
で
は
、
10
数
ブ

ロ
ッ
ク
が
地
図
で
示
さ
れ
、

学
区
自
治
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。

阪
神
淡
路
大
震
災
や
新
潟

県
中
越
地
震
で
大
規
模
に
谷

な
ど
を
埋
め
た
造
成
地
で
地

滑
り
被
害
が
多
発
。
国
の
造

成
地
地
震
対
策
に
基
づ
き
、

大
津
市
が
市
内
で
現
状
把
握

調
査
を
行
い
、
市
内

73
地

区
、
１
１
３
カ
所
、
３
４
６

の
盛
土
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
宅
地
造

成
前
の
地
形
図
に
造
成
後
の

地
形
図
を
重
ね
合
わ
せ
位
置

と
規
模
を
示
し
た
も
の
。
市

は
、
マ
ッ
プ
で
示
す
箇
所
が

直
ち
に
危
険
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
、
と
強
調
、
今
後
、

土
質
調
査
や
ボ
ー
リ
ン
グ
な

ど
の
詳
細
調
査
を
行
わ
な
い

と
判
定
で
き
な
い
、
と
し
て

い
る
。

日
吉
台
の
分
布
マ
ッ
プ
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
分

布
マ
ッ
プ
Ｎ
Ｏ
４
に
掲
載
、

学
区
自
治
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
同
じ
も
の
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
紙
面
で

は
マ
ッ
プ
が
白
黒
表
現
と
な

り
、
不
鮮
明
の
た
め
掲
載
は

見
送
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

市
は
、
マ
ッ
プ
公
表
に
あ

わ
せ
、
大
規
模
盛
土
造
成
地

の
位
置
づ
け
、
マ
ッ
プ
公
表

に
向
け
た
流
れ
と
取
り
組
み

状
況
、
今
後
の
取
り
組
み
な

ど
を
記
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

配
布
、
市
民
に
理
解
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

春は異動のシーズン。日吉台学区関連では、日吉台
市民センター所長、日吉中学校長、日吉台幼稚園長が
交代、着任した。３人のみなさんに就任の抱負を語っ
てもらった。

長
年
に
わ
た
り
行
政
現
場
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
や
地
域

に
か
か
わ
る
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
こ

の
日
吉
台
と
の
直
接
の
ご
縁
が
な
い
ま
ま
今
日
に
い
た
り

ま
し
た
。
い
ま
だ
地
域
の
実
情
を
十
分
把
握
で
き
て
お
ら

ず
み
な
さ
ま
が
た
に
は
、
今
し
ば
ら
く
お
手
間
を
取
ら
せ

る
こ
と
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
懸
命
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
引
き
回

し
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
３
年
か
ら
９
年
間
、
日
吉
中
で
生
徒
指
導
を
担
当

し
た
こ
と
が
あ
り
、
２
度
目
の
勤
務
で
す
。
日
吉
中
は
地

域
に
支
え
ら
れ
る
学
校
、
以
前
の
勤
務
で
お
世
話
に
な
っ

た
顔
な
じ
み
の
人
も
多
く
、
な
つ
か
し
い
。
以
前
か
ら
も

う
一
度
勤
務
す
る
な
ら
日
吉
中
と
思
っ
て
い
た
の
で
念
願

が
か
な
っ
た
感
じ
で
す
。
子
供
た
ち
が
人
な
つ
っ
こ
い
の

も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
愛
と
感
動
の
あ
る
学
校
づ
く
り
。

集
団
効
力
感
の
得
ら
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
た
い
。

前
任
の
坂
本
幼
稚
園
か
ら
異
動
し
て
き
ま
し
た
。
坂
本

幼
稚
園
と
日
吉
台
幼
稚
園
は
園
交
流
が
あ
り
、
日
吉
台
へ

の
異
動
と
い
う
こ
と
で
楽
し
み
に
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
だ

着
任
後
日
は
浅
い
で
す
が
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た

か
さ
に
ふ
れ
、
感
謝
の
思
い
で
す
ご
し
て
い
ま
す
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
な
か
で
幼
稚
園
教
育
の
充
実
に
努

め
、
街
の
ホ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
み
な
さ
ん
に
愛

さ
れ
る
幼
稚
園
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
西
章
司

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長

山
本
進

日
吉
中
学
校
長

寺
田
賀
寿
代

日
吉
台
幼
稚
園
長

し
た
あ
と
式
場
の
体
育

館
へ
。

「
一
年
生
に
な
っ
た
ら
」

の
歌
に
あ
わ
せ
て
緊
張

気
味
に
入
場
し
た
が
、

会
場
で
新
一
年
生
の
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
元
気
よ
く
「
は

い
」
と
答
え
て
い
た
。

市
立
日
吉
台
幼
稚
園
（
寺

田
賀
寿
代
園
長
）
の
入
園
式

も
11
日
に
開
催
、
１
年
保

育
１
人
、
２
年
保
育
４
人
の

計
５
人
が
入
園
し
た
。

遊
戯
室
で
行
な
わ
れ
た
入

園
式
で
新
園
児
た
ち
は
、
寺

田
園
長
が
「
幼
稚
園
は
楽
し

い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
あ
そ
ん

で
く
だ
さ
い
ね
」
と
呼
び
か

け
る
と
、
少
し
は
に
か
み
な

が
ら
も
笑
顔
で
う
な
ず
い
て

い
た
。

大
津
市
立
日
吉
台
小
学
校

（
田
中
誠
校
長
）
の
入
学
式

が
、
４
月
８
日
行
わ
れ
、
希

望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
た
新
入

生
ら
が
桜
満
開
の
校
門
を
く

ぐ
り
初
登
校
し
た
＝
写
真
。

同
小
の
新
入
生
は
、
男
子

５
人
女
子
９
人
の
計

14
人
。

ぴ
か
ぴ
か
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
新
１
年
生
は
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
ら
に
連

れ
ら
れ
登
校
。
校
門
の
満
開

の
桜
を
背
景
に
記
念
撮
影
を

琵
琶
湖
岸
を
東
西
に
結
ぶ

「
琵
琶
湖
大
橋
」
の
通
行
料

金
が
改
定
と
な
り
、
4
月

1

日
か
ら
値
下
げ
さ
れ
た
。

新
料
金
は
普
通
車
が
２
０

０
円
か
ら
１
５
０
円
▽
軽
自

動
車
が
１
５
０
円
か
ら
１
０

０
円
▽
大
型
Ⅰ
が
３
０
０
円

か
ら
２
０
０
円
▽
大
型
Ⅱ
が

７
１
０
円
か
ら
５
０
０
円
と

な
っ
た
。
回
数
券
も
こ
れ
に

伴
い
普
通
車
の
11
回
券
が

２
０
３
０
円
か
ら
１
５
２
０

円
な
ど
に
値
下
げ
と
な
っ
た
。

従
来
の
回
数
券
は
、
９
月

30
日
ま
で
琵
琶
湖
大
橋
有
料

道
路
管
理
事
務
所
▽
道
の
駅

「
び
わ
こ
大
橋
米
プ
ラ
ザ
」

▽
県
道
路
公
社
の
３
カ
所
で

払
い
戻
し
さ
れ
る
。

同
大
橋
は
、
有
料
道

路
建
設
債
務
残
高
が
一

括
償
還
可
能
額
ま
で
に

減
り
、
無
料
化
案
も
検

討
さ
れ
た
が
、
値
下
げ

案
で
ま
と
ま
っ
た
。

能
・
狂
言
面
の
歴
史
や

由
緒
な
ど
を
知
る
「
能
・

狂
言
面
の
展
示
と
お
話
し
」

が
５
月
19
日
午
後
１
時
半
、

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
第

２
会
議
室
で
開
か
れ
る
。

三
丁
目
東
自
治
会
が
、
今

年
２
月
集
会
所
で
、
三
丁
目

東
在
住
の
能
面
作
家
、
吹
田

静
雲
さ
ん
の
作
品
展
と
お
話

し
会
を
催
し
た
と
こ
ろ
＝
写

真
＝
好
評
だ
っ
た
の
で
、
日

吉
台
住
民
に
幅
広
く
能
・
狂

言
面
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

同
自
治
会
が
主
催
、
日
吉
台

公
民
館
の
協
賛
で
開
催
す
る

こ
と
に
し
た
。

同
展
に
は
、
吹
田
さ
ん
所

蔵
の
能
・
狂
言
面
約
１
５
０

点
を
展
示
。
当
日
は
、
吹
田

さ
ん
が
、
日
頃
あ
ま
り
な
じ

み
の
な
い
能
面
な
ど
の
い
わ

れ
や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

定
員
は

30
人
、
参
加
無

料
。
参
加
希
望
者
は
５
月

13
日
ま
で
に
日
吉
台
市
民
セ

ン
タ
ー
（
０
７
７
・
５
７
９
・

４
５
１
８
）
ま
で
申
し
込
む
。

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
中
西
耕
司
会
長
）
は
日
吉

台
公
民
館
と
共
催
で
６
月
２

日
午
後
１
時
半
、
市
民
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
、
春
の
健

康
講
座
「
今
ら
始
め
る
介
護

予
防
」
を
行
な
う
。
入
場
無

料
。
老
ク
連
加
盟
の
会
員
以

外
の
自
治
会
員
の
参
加
も
自

由
。健

康
講
座
の
講
師
は
、
大

津
市
保
健
総
務
課
の
理
学
療

法
士
の
西
山
直
樹
主
査
。
会

場
ス
ク
リ
ー
ン
で
の
説
明
と
、

会
場
で
簡
単
な
軽
い
運
動
な

ど
を
行
な
う
。

日吉台で、10 数ブロック表示

能
・
狂
言
面
の
展
示
と
お
話
し
会

5
月
19
日
セ
ン
タ
ー
で
開
催

琵
琶
湖
大
橋
料
金
値
下
げ

市民センターなどで配布している大規模盛土造成

地分布マップを説明するリーフレット

今
か
ら
始
め
る
介
護
予
防

健
康
講
座

さ
く
ら
満
開
、
初
登
校

日
吉
台
小
、
幼
稚
園
入
学
、
入
園
式


